
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 稚内市教育委員会 

稚内市教育委員会 教育長  表  純 一 
 

はじめに、本市の学校教育が教育関係者並びに地域や保護者の皆さまの深いご理解、ご協

力により、着実に推進・発展し、今日に至っておりますことに心よりお礼申し上げます。 

 さて、昨今の私たちを取り巻く環境は、絶え間ない技術革新やグローバル化により急速に変

化しています。これからは、人口減少や人生１００年時代の到来を見据えた、予測できない変化

に主体的に向きあい、自らの可能性を発揮し、より良い社会の創り手となる力を身につけること

が求められております。 

  このような中、これまでも本市における学校教育は、「確かな学力」「豊かな心」「健康な体」

のバランスのとれた「生きる力」を育むことを基本観点と捉え、進めてまいりましたが、この度の

稚内市学校教育推進計画の改訂は、平成２８年度に改訂した本計画や、令和２年度より本格実

施となった改訂学習指導要領、北海道教育推進計画、宗谷管内教育推進計画などに基づき、

今日の課題を踏まえながら、教育活動を進めていく上で具体的な方向や取組が見えるよう整理

しました。 

これまでも進めてきた取組ですが、子どもたちの成長・発達段階に応じた適切な教育支援を

行うためには、義務教育９年間を見通した一貫した教育システムの構築が引き続き不可欠であ

ると考え、これまでの小中連携、小中一貫を更に深化させた、義務教育学校の開校も目指して

進めて行くべきとも考えています。 

これからはコミュニティ・スクールの導入や部活動の拠点校方式・地域移行など、時代の変化

に合わせた様々な取組が今後行われますが、各学校をはじめ、関係機関や、地域、保護者の方

におかれましても、「地域全体で子どもを見守り、育てていく」という稚内の子育て運動の基本

的な考えをご理解頂き、引き続き子どもたちへのご支援をお願い申し上げます。 

  最後に、この学校教育推進計画策定にあたり、ご多忙の中、ご尽力いただきました策定委員、

並びに関係者の皆様に心よりお礼申し上げます。 

 

令和５年度～令和９年度 

【概要版】

 

発刊にあたって 
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(1) 計画策定の趣旨  

昨今、グローバル化の進展や、IoT や人工知能などの絶え間ない技術革新により、子どもたちを取り巻く環

境は大きく変化しています。現在の子どもたちが社会で活躍する頃には、更に、生産年齢人口の減少、人生１０

０年時代、Society5.0 の実現など、社会の構造や雇用環境が急速に変化し、子どもたちが就くことになる職

業の在り方についても、現在とは様変わりすることが指摘されています。 

平成２９年３月に告示された学習指導要領においては、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」と

いう目標を学校と社会が共有し、子どもたちが未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む「社会に開

かれた教育課程」の実現が示されました。 

こうしたことから、今後の学校の在り方を明確にするとともに、本市の子どもたちが、これからの社会を担うた

めに必要となる資質・能力を確実に身に付け、互いを認め合い、尊重し合いながら自己実現を図り、幸福な人

生を送ることができるよう、新たな「稚内市学校教育推進計画」を策定することとしました。 

(2) 計画の位置付け  

① 本計画は、教育基本法第１７条２項に規定する「地方公共団体における教育の振興のための施策に関す

る基本的な計画」として、２０２３(令和５)年度から５年間に取り組む施策の基本的方針を示すものとしま

す。 

② 本計画は、「第５次稚内市総合計画」の学校教育に関する部門別計画として策定したものです。 

③ 本計画は、次の通り各種計画などとの整合性を図り策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 計画の期間   

本計画の期間は、２０２３(令和５)年度から 2027(令和 9)年度までの５年間とします。 

(4) 計画の評価・見直し  

この計画の推進にあたっては、P(Plan 計画)、D(Do 実施)、C(Check 評価)、A(Action 改善)サイクルの

手法に基づき、毎年度、施策の実施状況、課題などに係る評価を行い、翌年度以降の施策の実施に反映させ

ていきます。 

また、計画の３年目にあたる 2025(令和７)年度に見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

日本国憲法 

子どもの権利条約 

教育基本法 

学校教育法 

教育振興基本計画 

北海道教育推進計画 

宗谷管内教育推進計画 

市民憲章 

子育て平和都市宣言 

稚内市第５次総合計画 

稚内市第２次教育大綱 

子育て提言 

教育行政執行方針 

稚内の教育 

 

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 2028(R10) 
新教育推進計
画 

新教育推進計
画 

新教育推進計
画 

部分改訂推進
計画 

部分改訂推進
計画 

新教育推進計
画 

  策定委員会/
部分改訂作業 

 策定委員会/新
教育推進計画
策定 

 
 

１１月下旬～１月  評価実施(各校) 
２月            結果集約・分析(教育研究所) 
２月下旬        教育委員会議で、集計・分析結果の報告 
３月            校長会で、集計・分析結果報告 

 

第１章 計画の策定について 
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(1) 学校教育推進の基本理念 

稚内は、子育て運動発祥の地です。非行克服から始まったこの取組は家庭・地域の教育力を高めることで市

民の中に根づいてきたものの成果です。「稚内の教育」の根底には、すべての子どもたちの健やかな成長を願う

市民ぐるみの子育て運動の理念が流れ、これまで受け継がれてきました。それは、子育て運動が教育の問題であ

ると押さえ、子育てで一致した活動が市民による協力・共同で進められてきたからです。 
 

すべての子どもたちが健やかに成長するためには、「授業がよくわかり、学校生活が生き生きと楽しいこと」

「学校が地域に開かれていること」「家庭が明るく健康的なこと」「地域社会に思いやりがあり、文化的で平和で

豊かであること」が欠かせません。その実現を目指し、学校教育・家庭教育・社会教育がそれぞれの役割を責任

を持って果たしていくことがこれまでも、そしてこれからも求められています。稚内の全ての学校が、「確かな学

力」「豊かな心」「健康な体」のバランスのとれた「生きる力」を着実に育むことを目指し、中学校区を基盤とした

「連携から一貫へ」の歩みを更に深化させていくことが重要です。 
 

令和５年度から導入する学校運営協議会（コミュニティースクール：ＣＳ）は、これまで続いてきた子育て運動の

原点を今一度見つめ直す機会となりました。「地域の子どもたちは地域で育てる」という子育て運動に対する市

民の自覚と誇りがあります。だからこそ、中学校区を中心に学校が主体性を発揮して保護者・地域と繋がり、小

中学校の９年間、更には幼稚園・保育所から小学校、中学校、高等学校、大学まで連携を強めることで取組の成

果が一層期待できると考えます。 
 

今般、社会は予測できない速さで変化しています。多くの場面で多様性が求められる中、子どもたちは自らの

力で未来を切り拓いていかなければなりません。学校は、この現状を真摯に受け止め、子どもの実態に応じた教

育課程の編成と実施、省察と改善・充実を図り、新たな稚内の学校教育を創造的に実践・展開していくための役

割を果たしていくことが求められます。そして、その鍵を握るのは一人一人の教職員であり、資質・能力の向上は

協働的な学び合いの中で育まれていくものです。 
 

稚内市がめざす「未来を切り拓く心豊かな子ども」とは、他者との協働の中でよりよい社会としての我が街稚

内を創造する「わっかない人」の育成です。新型コロナウィルスの感染拡大によって人との関わりが希薄になって

きていますが、そのことが逆に互いにつながり合うことの重要性を再認識することにもなりました。今こそ学校を中

心に家庭と地域が力を合わせ、未来の稚内を創造する子どもを育てる場となるよう、その決意とともに本計画を

ここに定めます。 

 

(2) 基本指針 

次代を担う「わっかない人(びと)」の育成 

  地域と共に在る学校の構築 

 

◇ 確かな学力の育成と地域と協働した学校経営の推進 

◇ 健康で豊かな地域社会の創造 

◇ 安全で安心な子育て環境づくりの充実 

◇ 豊かな人と文化を育む活動への支援 

第 2章 学校教育推進の基本理念・基本指針 
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未来予測が困難なこれからの時代においては、社会の変化に主体的に向き合い、コミュニケーション能力を

高め、他者と協働しながらよりよい社会を創造するために、知・徳・体のバランスのとれた力や、社会を力強く

生き抜くために求められる資質・能力を育成する必要があります。 

稚内市では、伝統や文化に立脚し、高い志や意欲を持つ自立した人間として、他者と協働しながら価値の

創造に挑み、急速な社会変化を乗り越え、よりよい未来を切り拓いていくグローカルな力を子どもたちに育む

ことをめざし、めざす子ども像を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重 点 観 点 

重点 

1 

地域と連携・協働しながら「生
きる力」を育む学校経営を進
めます 

1. 社会に開かれた教育課程の充実 

2. 教育活動の質の向上を図るカリキュラム・マネジメントの確立 

3. 社会と連携・協働、並びに学校間段階の接続・連携・一貫の推進 

重点

Ⅱ 

確かな学力を育む教育を進
めます 

4. 資質・能力の育成を図る学習指導の充実 

5. 学習の基盤となる資質・能力の育成 

6. 指導方法や授業改善に活かす学習評価の充実 

重点

Ⅲ 

豊かな人間性を育みます 7. 人間としての生き方を考え、主体的に判断・行動し、他者とより良く生き

る道徳教育等の充実 

8. よりよい人間関係の形成や集団の一員としての自覚・責任感を育て、 

自己表現を図る特別活動 

9. 社会的資質・能力の発達を支え、自己実現を図る力を付ける生徒指導 

重点

Ⅳ 

健やかな体を育みます 10. 心身の健やかな健康を促す健康教育と保健指導 

11. 生命の大切さを実感し、実践力を養う安全教育の充実 

重点

Ⅴ 

多様な児童生徒の状況・教育
的ニーズに応じた指導や支援
を行います 

12. 一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援の充実 

13. 学校種における切れ目のない一貫した指導や支援の充実 

重点

Ⅵ 

資質能力の向上を図る、学び
続ける教職員 

14. 教職員のライフステージに沿った資質能力の向上 

15. 「チーム学校」の教育力・組織力の向上 

未来を切り拓く心豊かな子ども 

 

第 3章 稚内市のめざす子ども像 

第 4章 全体構造図 

稚内市のめざす子ども像 

「未来を切り拓く心豊かな子ども」 

社会教育 家庭教育 

学校教育指針 

次代を担う「わっかない人（びと）」の育成 

地域と共に在る学校の構築 

学校教育 

稚内市の子育て運動 
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1 社会に開かれた教育課程の充実 

1) 学校教育目標及び子ども像、重点目標を、学校運営協議会、家庭・地域と共有します。 

2) 育成を目指す資質・能力を明らかにし、教育課程に位置付けます。 

3) 地域の「自然や伝統・文化、産業(人・もの・こと)」を学ぶ活動の充実を通して、郷土への誇り

や愛着を育む教育活動の充実を図ります。 

4) キャリア教育のプランや年間指導計画を整備・実践し、その評価・改善に努めます。 

5) 児童生徒のキャリア発達を促すことができるよう「キャリア・パスポート」を活用します。 

2 教育活動の質の向上を図るカリキュラム・マネジメントの確立 

6) 教科等横断的な視点に立ったカリキュラム・マネジメントを推進します。 

7) 全ての教科において、言語能力向上のため言語活動を充実させます。 

8) 9 年間を見通し情報活用能力の育成を図る ICT 活用教育を推進します。 

9) 学校評価(自己評価、保護者評価、関係者評価など)の結果に基づき、学校経営・運営の改善に組

織的に取り組みます。 

10) 各種調査結果を活用した検証改善(PDCA)サイクルにより、教育課程の改善・充実を図ります。 

3 社会と連携・協働、並びに学校間段階の接続・連携・一貫の推進 

11) 幼保小の接続を図るスタートカリキュラムを充実させます。(小学校のみ) 

12) 小中９年間を通した教育課程を編成し、一貫教育を推進します。(小学校・中学校) 

13) 中高６年間を見通した主権者教育、職業教育や進路指導の充実を図ります。(中学校のみ) 

14) 望ましい生活習慣・学習習慣の定着を図ります。 

15) 地域・家庭と連携した読書活動や図書館(市立・学校)を効果的に活用した教育活動を展開し、読

書習慣の確立に努めます。 

16) 地域・関係機関とのネットワークを強化し、いじめ(ネット上も含む)・非行・不登校・虐待・貧

困・ヤングケアラーなどの未然防止、早期発見、早期対応に努めます。 

 

 

 

 

4 資質・能力の育成を図る学習指導の充実 

17) 学習指導要領の目的、目標及び全国学力・学習状況調査やＣＲＴ学力検査等の結果を踏まえた指導目

標を立てます。 

18) 指導目標をもとに、3つの柱を踏まえた指導計画の作成と実施を行います。 

19) 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を踏まえた授業改善の充実を図ります。 

20) ＩＣＴ活用や地域の教育資源などを活用した柔軟な学習活動を推進します。 

5 学習の基盤となる資質・能力の育成 

21) 資質・能力の確実な育成を図るために、3つの柱をバランスよく育成する授業改善を図ります。 

22) 体験的な学習を通じて、学びを生かした学習活動の創造を図ります。 

23) 探究的な活動や課題解決的な学習を通して、主体的に取り組む授業改善に努めます。 

 

重点Ⅰ 地域と連携・協働しながら「生きる力」を育む学校経営を進めます 

重点Ⅱ 確かな学力を育む教育を進めます 
 

第 5章 重点及び観点別の具体策 
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6 指導方法や授業改善に活かす学習評価の充実 

24) 学習指導要領の目標や目的、身に付けるべき力を押さえた評価基準の作成を推進します。 

25) 児童生徒の指導方法の振り返りとなる、評価基準を踏まえた授業の構築と授業改善を推進します。 

26) 自己評価や相互評価など個々の学習評価を行い、自ら学ぶ意欲を高める学習評価の工夫と改善を図り

ます。 

27) 個に応じた指導に活かすための、評価方法と評価の活用について工夫と改善を推進します。 

 

 

 

 

7 人間としての生き方を考え、主体的に判断・行動し、他者とより良く生きる道徳教育等の充実 

28) 特別な教科道徳の目的を意識した道徳教育におけるカリキュラム・マネジメントの充実及び、全

教職員が協力した推進体制の確立に努めます。 

29) 児童生徒の良い点や可能性、成長の状況などを積極的に評価し、意義や価値を実感できる評価の

充実に努めます。 

30) 物事を広い視野から多面的・多角的に考え、自己や人間としての生き方について考えを深める指導の充

実を図ります。(道徳教育等を通して) 

31) 自他の尊重と相互理解を図り、自他の人権を守る意欲や態度を育てる人権教育を推進します。 

32) 保護者や地域の理解と協力を得るための授業公開の実施や外部人材の積極的活用を図ります。 

8 よりよい人間関係の形成や集団の一員としての自覚・責任感を育て、自己表現を図る特別活動 

33) 自発的・自治的に取り組む児童会・生徒会活動の充実に努めます。 

34) 各学校の特色ある教育活動に基づき、自己の生き方について深く考えさせる取組を充実させます。 

35) 人間関係育成・社会参画・自己実現を図る資質・能力向上のために、全体指導計画の改善や家庭・

地域との連携に努めます。 

36) 積極的に相互評価を取り入れ、自己実現を支援する工夫に努めます。 

9 社会的資質・能力の発達を支え、自己実現を図る力を付ける生徒指導 

37) 全教育活動を通して、児童生徒１人１人の社会的資質・能力を身に付けさせる指導計画の改善に

努めます。 

38) 児童生徒理解を深めるために、学校内での情報連携・行動連携に努めます。 

 

 

 

 

10 心身の健やかな健康を促す健康教育と保健指導 

39) 自他の課題を発見・解決したり、自己変容を確認したりするための協働的な学びの充実を図りま

す。 

40) 運動に対する意欲や挑戦心の育成を目指したきめ細やかな指導の充実を図ります。 

41) 新体力テストの活用による自己の体力の現状を踏まえた体力向上の目標を設定します。 

42) 運動習慣をはじめとする望ましい生活習慣の定着に向けた学習を充実させます。 

43) 食育の啓発と、日常の健康観察に基づく個に応じた具体的な指導や支援を工夫します。 

44) 学校医・保健師・保護者代表などの参加による学校保健委員会を充実させます。 

 

重点Ⅲ 豊かな人間性を育みます 
 

重点Ⅳ 健やかな体を育みます 
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11 生命の大切さを実感し、実践力を養う安全教育の充実 

45) 生活・交通・災害の安全意識の高揚と、災害発生時において主体的に行動できる資質・能力を育

成します。 

46) 児童生徒の危険予測・危機回避能力を高めるための指導の充実を図ります。 

47) 児童生徒の行動傾向等を的確に把握し、実態に即した安全指導計画の改善・充実を図ります。 

48) 訓練活動等を通し、自分の身を自分で守る意識の向上を図ります。 

 

 

 

 

12 一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援の充実 

48) 共生社会の形成に向けた「交流及び共同学習」のさらなる充実を図ります。 

49) 特別支援学級における一人一人の障がいの状態等に応じた指導や支援を充実させます。 

50) 一人一人の障がいの状態等に応じたＩＣＴを活用した授業改善を推進します。 

51) 通常の学級における特別な支援を必要とする児童生徒が安心して学び、資質能力を育むことがで

きるよう、UD(ユニバーサルデザイン)の考えを取り入れた学級づくり・授業づくりを進めます。 

52) 家庭や地域、関係機関と連携・協力し、「チーム学校」としていじめの根絶、不登校の未然防止に

努め、また、適切な指導や支援を行います。 

53) LGBTQ や家庭における虐待、貧困、ヤングケアラーなど、多様な教育的ニーズがある児童生徒

に対し、専門スタッフを活用するとともに、関係機関と連携した支援を行います。 

13 学校種における切れ目のない一貫した指導や支援の充実 

54) 稚内市教育委員会・学校種間の連携したきめ細やかな就学相談体制を充実させます。 

55) 個別の教育支援計画を活用し、教育、家庭、医療、保健、福祉、企業等の関係機関との連携を図ります。 

56) 特別支援教育支援員を含む教職員を対象とした障がいの特性等に関する研修等により、基礎的な知識

に関する理解を促します。 

57) 学校内外の専門家や関係機関と連携した研修等により、教員の専門性の向上を図ります。 

 

 

 

 

14 教職員のライフステージに沿った資質能力の向上  

58) 個人研修に努め、専門性の向上を図ります。 

59) 多様な校内外の研修会・研究会へ積極的に参加し、実践的指導力の向上に努めます。 

60) ＩＣＴ活用スキルの向上を図ります。 

15 「チーム学校」の教育力・組織力の向上  

61) 校長のリーダーシップの下、研修リーダーなどを中心とした、組織的・継続的な学校研究や研修を推進し

ます。 

62) メンター方式や OJTを通じて日常的に学び合う校内研修の充実を図ります。 

63) 個々の学びの成果を共有し、学校全体の教育力の向上に努めます。 

64) ミドルリーダーを育成し、組織的な指導力の向上を図ります。 

 

 

重点Ⅴ 多様な児童生徒の状況・教育的ニーズに応じた指導や支援を行います 

重点Ⅵ 資質能力の向上を図る、学び続ける教職員 
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